
「津波は逃げるが勝ち！」揺れてから、
５分で逃げれば被災者０

ゼロ
！

5-2018尾鷲幼稚園入園式
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お
問
い
合
わ
せ

防
災
危
機
管
理
課

☎
㉓
８
１
１
８

知
っ
て
ほ
し
い 

津
波
時
の
避
難
場
所

自
然
の
避
難
タ
ワ
ー

中
村
山

尾鷲小学校から中村山へ直接つながる避難路
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尾　鷲
小学校

福祉保健
センター

第三
銀行

尾 鷲
市 役 所

尾
鷲
駅

尾
鷲
港

希望大通り

尾 鷲 商 工
会 議 所市 体 育

文化会館

ＮＴＴ
尾鷲支店

尾 鷲
郵 便 局

中村山

中村山備蓄倉庫内の資器材・備蓄品

避難路沿いに設置されている海抜表示板

学年別の避難経路標示
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介護保険料（65歳 以上）が変わります

※ 一定以上の所得がある人は自己負担が
２～３割となる場合があります。

介護保険の財源構成
　介護保険制度は、40歳以上の人が支払う
保険料と、国、県、市・町の公費を財源として
運営しており、介護を社会全体で支え合う
制度です。介護サービスを利用する場合、費
用の１割（※）が自己負担となり、残りが介
護保険から給付されます。財源が不足する
と、必要な介護サービスを行うことができ
なくなります。
　誰もが安心してサービスを利用できるよ
う保険料は必ず納めましょう。

65歳以上　23％
（第1号被保険者）

40歳～ 64歳　27％
（第2号被保険者）

国
25％

県
12.5％

市・町
12.5％

第７期の介護保険料
　第7期 の 介 護 保 険 料 は、第 ６ 期（ 平 成27 ～ 29年 度 ）の 基 準 月 額5,459円 か ら、746円 増 額 の
6,205円となります。介護保険料が増額となった要因は、後期高齢者数の増加とそれに伴う要介護
認定者の増加を見込んでおり、認定者の増加に比例してサービス量の増加が見込まれることによる
ものです。また、65歳以上の負担割合が22％から23％へ引き上げられました。これは全国的に高
齢者が増加し、人口構成割合が変化したことが要因となります。紀北広域連合では、介護保険料の上
昇を抑制するために、介護給付費準備基金の取り崩しを行いました。

介護保険料の決め方 介護サービス
給付費等総額 × ÷ =

65 歳以上の
負担分 23％

65 歳以上の
人数 65歳以上の

基準額（年額）

65歳以上の基準額（年額）に本人や世帯の中の課税状況、前年の所得を勘案し平成30年度の介護保険料が
決定します。

　第７期保険料所得段階の第７段階から第９段階までの基準所得金額を国の基準に従って変更
し、保険料設定を行いました。市民税の課税状況や所得に応じた段階設計になっており、その中で
も住民税非課税世帯の第１段階において、別枠で公費を投入し保険料の軽減を図っています。

平成 30 年度は、第１段階の軽減　基準額× 0.5 → 基準額× 0.45

　第 7 期（平成 30 ～ 32 年度）介護保険事業計画を策定しました。介護保険事業の円滑な運営を
図るため、3 年ごとに介護保険事業計画を策定しサービス費用の見込み量等に基づき、介護保険料
を算定しています。65 歳以上の人（ 第 1 号被保険者 ）の保険料は、下記のとおり本人及び世帯の
市民税課税状況や合計所得金額等により所得に応じた保険料の設定をしています。
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介護保険料（65歳 以上）が変わります
介護保険料の金額

所得区分 対象者 負担割合 保険料額（年額）

第１段階
・生活保護受給者または老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非課税の人
・世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が

80 万円以下の人
×0.45 33,507円

第２段階 ・世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が
　120 万円以下の人で第１段階に該当しない人 ×0.70 52,122円

第３段階 ・世帯全員が市民税非課税で、第１段階、第２段階に該当しない人 ×0.75 55,845円

第４段階 ・世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税で、前年の合計
  所得金額と課税年金収入額の合計が 80 万円以下の人 ×0.83 61,801円

第５段階 ・世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税で、第４段階に
該当しない人 基準額 74,459円

第６段階 ・本人に市民税が課税されており、前年の合計所得金額が 120 万円未満の人 ×1.20 89,351円

第７段階 ・本人に市民税が課税されており、前年の合計所得金額が 120 万円以上 200 万
  円未満の人 ×1.30 96,797円

第８段階 ・本人に市民税が課税されており、前年の合計所得金額が 200 万円以上 300 万
  円未満の人 ×1.50 111,689円

第９段階 ・本人に市民税が課税されており、前年の合計所得金額が 300 万円以上の人 ×1.70 126,581円

上 記 表 内 の合計所得金額とは

　介護保険料の決定に用いる「合計所得金額」とは、「給与」「年金」「事業」などの収入額からそれ
ぞれ必要経費（給与の場合は給与所得控除額、公的年金の場合は公的年金等控除額等）を差し引
いた金額と、土地建物等の譲渡所得（特別控除後）などの分離課税所得の合計で、基礎・配偶者・扶
養・社会保険料・医療費などの所得控除をする前の金額となっています。（税法上の合計所得金額
とは異なります。）

お問い合わせ　紀北広域連合　☎０５９７・３５・０８８８



6

　
次
の
４
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

①
尾
鷲
市
保
育
所
整
備
事
業

　
防
災
機
能（
避
難
所
）を
兼

ね
備
え
た
安
全・
安
心
な
保
育

環
境
を
目
指
し
、木
の
薫
る
快

適
な
空
間
を
提
供
す
る
た
め
、

尾
鷲
産
材
に
よ
る
木
造
・
木

質
化
し
た
尾
鷲
第
四
保
育
園

を
整
備
し
、幼
少
期
か
ら
木
材

の
も
つ
温
か

み
や
香
り
を

体
感
で
き
る

よ
う
に
し
ま

し
た
。

②
人
家
裏
危
険
木
伐
採
事
業

　
倒
木
等
の
危
険
が
想
定
さ

れ
る
人
家
裏
山
林
の
危
険

木
を
伐
採
す
る
こ
と
で
災

害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
に
、自
治
会
な
ど
に
よ
る

人
家
裏
山

林
の
危
険

木
伐
採
費

用
の
一
部

補
助
を
行

い
ま
し
た
。

③
木
育
活
動
事
業

　
子
ど
も
た
ち
が
木
へ
の
親
し

み
や
森
林
や
緑
を
大
切
に
思
う

心
を
育
む
た
め
、尾
鷲
幼
稚
園

に
お
い
て
安
全・
安
心
に
遊
べ

る
木
製
玩
具
、三
木
幼
稚
園
に

お
い
て
読
書
時
に
使
用
す
る
木

製
机
、木
製

椅
子
の
備
品

整
備
を
行
い

ま
し
た
。

④
木
と
ふ
れ
あ
う

学
校
環
境
づ
く
り
事
業

　
宮
之
上
小
学
校
へ
尾
鷲
産
材

で
製
作
し
た
木
製
の
机・
椅
子

の
備
品
整
備
を
行
な
っ
た
も
の

を
再
利
用
し
、新
入
生
が
損
傷

部
分
を
自
ら
取
り
換
え
組
立
て

等
を
行
な
い
、木
材
へ
の
関
心

と
愛
着
を
持
ち
大
切
に
す
る
心

を
継
続
的
に
育
む
学
校
環
境

づ
く
り

を
進
め

ま
し
た
。

①
人
家
裏
危
険
木
伐
採
事
業

　

倒
木
等
の
危
険
が
想
定
さ

れ
る
人
家
裏
山
林
の
危
険
木

を
伐
採
し
、災
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、自
治
会
な
ど
に

よ
る
、人
家
裏
山
林
の
危
険
木

伐
採
費
用
の
一
部
補
助
を
行

い
ま
す
。

②
ク
ッ
ブ
普
及
推
進
事
業

　

木
材
を
利
用
し
た「
ク
ッ

ブ
」競
技
を
普
及
さ
せ
、ス

ポ
ー
ツ
振
興
と
森
林
教
育
を

行
い
、地
元
の
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

で
、学
校
児
童
生
徒
や
、そ
の

他
大
人
等
の
利
用
者
に
対
し
、

森
林
の
重
要
性
や
必
要
性
に

つ
い
て
の
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

③
木
と
ふ
れ
あ
う

学
校
環
境
づ
く
り
事
業

　

平
成
26
年
度
に
宮
之
上
小

学
校
へ
尾
鷲
産
材
で
製
作
し

た
木
製
の
机・
椅
子
の
備
品
整

備
を
行
な
っ
た
も
の
を
再
利

用
し
、新
入
生
が
損
傷
部
分
を

自
ら
取
り
換
え
組
立
て
等
を

行
な
い
、次
の
世
代
ま
で
使
用

し
て
い
く
こ
と
で
木
材
へ
の

関
心
と
愛
着
を
持
ち
大
切
に

す
る
心
を
継
続
的
に
育
む
学

校
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

④
木
と
ふ
れ
あ
う

木
育
活
動
推
進
事
業

　

子
ど
も
た
ち
の
木
へ
の
親

し
み
、森
林
や
緑
を
大
切
に
思

う
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、

木
質
化
さ
れ
た
快
適
な
保
育

環
境
に
加
え
、木
育
事
業
を
推

進
す
る
た
め
、安
全・
安
心
に

遊
べ
る
木
製
玩
具
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

⑤
林
業
研
修
セ
ン
タ
ー

木
質
化
事
業

　

林
業
研
修
セ
ン
タ
ー
を
木

質
化
し
、木
の
温
も
り
の
あ
る

快
適
な
空
間
を
構
築
す
る
こ

と
で
、利
用
者
に
、木
の
持
つ

温
か
み
や
香
り
や
肌
ざ
わ
り

を
体
感
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑥
尾
鷲
総
合
病
院

木
の
薫
る
空
間
づ
く
り
事
業

　
尾
鷲
総
合
病
院
の
ロ
ビ
ー

を
木
の
薫
る
安
ら
ぎ
の
あ

る
空
間
に
構
築
す
る
こ
と

で
、利
用
す
る
多
く
の
人

に
県
民
税
の
理
解
と
森
林

の
重
要
性
を
知
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

人家裏危険木伐採費用の一部を補助します
　みえ森と緑の県民税交付金を活用して、自治会などが事業主体となり、人家に隣接する山林からの倒木等の災害を
未然に防止するために危険木を緊急に伐採する必要がある場合に限り、予算の範囲内で伐採費用の一部を補助しま
す。詳しくはお問い合わせください。

補助額：伐採経費の10分の８　　補助額上限：１事業当たり50万円

お問い合わせ　水産農林課　☎㉓８２２４

平
成
30
年
度

み
え
森
と
緑
の
県
民
税

市
町
交
付
金
事
業
計
画

平
成
29
年
度

み
え
森
と
緑
の
県
民
税
市

町
交
付
金
事
業
実
績
報
告
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

活
動
強
化
週
間　
５
月
12
日
～
18
日

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
安
否
確

認
や
、生
活・介
護
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。児
童
相
談
所・学
校
な
ど
と
協
力

し
て
、い
じ
め
や
児
童
虐
待
の
防
止

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
の

ほ
か
に
も
皆
さ
ん
の
心
配
事
な
ど
を

解
決
す
る
た
め
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
様
々
な
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。ど
ん
な
小
さ
な
問
題
で
も
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員・
児
童
委
員
の

活
動

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘

義
務
が
あ
り
、相
談
内
容
や
秘
密
が

外
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
に
は
58
人（
う
ち
主
任
児
童
委

員
３
人
）の
民
生
委
員・
児
童
委
員

が
い
て
、あ
な
た
の
地
区
に
も
１
～

３
人
の
民
生
委
員・
児
童
委
員
が
い

ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
！

　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」活

動
強
化
事
業
と
し
て
、「
広
げ
よ
う 

地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り
」を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、尾
鷲
市
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
市
内
６
カ
所

で
街
頭
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

◆
日
時

５
月
15
日
㈫  

午
後
４
時
～
５
時

◆
場
所

イ
オ
ン
尾
鷲
店
、プ
ラ
イ
ス
カ
ッ

ト
尾
鷲
店
、主
婦
の
店
せ
ぎ
や

ま
店
、主
婦
の
店
サ
ン
バ
ー
ス

ト
、主
婦
の
店
セ
ン
ト
ラ
ル
マ
ー

ケ
ッ
ト
、コ
メ
リ
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー

お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課  

☎
�
８
１
９
２

尾
鷲
市
民
生
委
員・
児
童

委
員
協
議
会
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
い
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

三
重
大
学
連
携
室

　
大
学
の
専
門
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、経
験
を

も
と
に
、市
民
や
企
業
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま

問
題
に
つ
い
て
解
決
の
糸
口
を
提
供
す
る

た
め
、市
役
所
庁
舎
内
に「
三
重
大
学
連
携

室
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。新
た
な
発
想
で

新
製
品
開
発
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ん
だ
と

き
や
、研
究
し
た
い
問
題
点
が
浮
か
ん
だ
と

き
な
ど
、技
術
相
談
、実
験
の
相
談
、調
査
方

法
の
相
談
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
実
施
日

５
月
16
日
㈬
、６
月
20
日
㈬
、７
月
18
日

㈬
、８
月
22
日
㈬
、９
月
19
日
㈬
、10
月
17

日
㈬
、11
月
21
日
㈬
、12
月
19
日
㈬
、平
成

31
年
１
月
16
日
㈬
、２
月
20
日
㈬
、３
月

20
日
㈬

◆
時
間

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

※
実
施
日
前
日
の
午
後
１
時
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。な
お
、相
談
実
施
日

は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込・お
問
い
合
わ
せ

政
策
調
整
課　
☎
�
８
１
３
４

全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
総
合
開
会

式
一
般
観
覧
者
募
集

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
幕
開
け
を
高
校

生
た
ち
と
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
せ
ん

か
。当
日
は
、イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
開
幕

を
宣
言
す
る
式
典
と
歓
迎
演
技
が
、県

内
の
高
校
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

◆
日
時

８
月
１
日
㈬　
午
前
10
時
～

◆
場
所

三
重
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ（
伊
勢
市
）

◆
定
員

８
０
０
人

◆
応
募

　

郵
送
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（「
東
海
総
体
」で
検
索
）で
応
募
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
間

～
５
月
31
日
㈭

郵
送
先・お
問
い
合
わ
せ

平
成
30
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
三
重
県
実
行
委
員
会
事
務
局

〒
５
１
４・０
０
０
４

津
市
栄
町
１
丁
目
８
９
１
番
地

三
重
県
吉
田
山
会
館
１
Ｆ

☎
０
５
９・２
２
４・２
８
２
３

東
海
総
体
　
検
索
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５月５日㈯ ㈷　午前９時 30 分～午後１時

ちびっこ防災フェア

シンボルマスコットたちも参加します

入場無料場所　夢古道おわせ駐車場

警察・消防車両展示、防災啓発車による地震体験、制服試着体
験、パネル・防災用品展示、非常食試食、お楽しみコーナー等

内容

お問い合わせ　防災危機管理課　☎�８１１８

雨天時は、車両のみの展示となります。また、早期終了
する場合がありますので、ご了承ください。

※

５月４日㈮ ㈷　午前 10 時～

チビッコ大集合

入場無料場所　アクアステーション

お問い合わせ　アクアステーション　☎㉗８０８０

in アクアステーション

整

海洋深層水のタッチプールで水遊び体験
綿菓子、ヨーヨー釣り体験（無くなり次第終了）
お菓子のつかみ取り（小学生以下対象：100人分）
カレーライスの振る舞い（300人分）
かき氷の振る舞い（なくなり次第終了）
えごま餅、寒天の販売（室外）

内容

整 開催日にアクアステーションで配布する整理券が必要です。

整

雨天決行５月 13 日㈰　午前 10 時～午後 3 時 30 分

子育て HAPPY DAY

場所　中央公民館

申込・お問い合わせ　生涯学習課　☎㉓８２９３

今回の「子育てHAPPYDAY」は「母の日」にちなんでお母さん
応援企画が盛りだくさん！家族みんなで遊びに来てね！

子育てサロン in 尾鷲 楽しもう♪ 尾鷲流子育て
そこのママ、ちょっと息切れしていませんか？
日ごろの悩みや困りごとなど、一緒におしゃべりを楽しみま
しょう♪子どもと一緒に気軽にお越しください！
◆時間　午前10時30分～正午
◆定員　30人（子育て中のママ対象）
◆講師　Home to Work代表　粂井優子さん

親子ワークショップ 勉強が楽しくなる！片付け塾
全国小中高生に好評のお片付け講座を尾鷲でも！
高等学校３年男子が自身の経験から片付けの大切さを語ります。
明日からきっと勉強が楽しくなる！
ママは子どもを見守りつつ、優子ママとお話ししましょう。
◆時間　午後１時30分～３時
◆定員　20組（小学生親子対象）
◆講師　粂井塾　塾長　粂井龍三さん

（慶応義塾志木高等学校３年）

母の日のプレゼントを作ろう！
香りつきジェルを作って家族にプレゼント♪

◆時間　①午前10時15分～　②午前11時15分～
③午後１時～

◆定員　各回10人（小学生対象）
◆講師　子育て支援サークルがりらの皆さん
◆料金　500円

このほかにも「カフェ図書館」「メッセージカードづくり」「パワー
ストーンアクセサリー」「手づくりおもちゃ」などを実施します！

５月の行事

～マザーズ・ハッピーデー～

ひだまりマルシェ 場所　野地町駅前児童公園
お母さんへのプレゼントを作ってみませんか

出店は、母の日ひのきボードと花束体験、母の日デコ体験、菓
子パン販売など。家族みんなで遊びにきてください！
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樹木講座開催野外で樹木にふれよう
日 時　５月20日㈰ 午前９時～午後３時頃※雨天中止
集 合　中央公民館前
目 的 地　猪の鼻水平道（紀北町小山浦～尾鷲市天満浦）他
対 象　往復４時間程度山道を歩ける高校生以上　20人

※定員となり次第締め切ります。
講 師　樹木医　小倉光善さん
持 ち 物　弁当、飲み物、ルーペ（持って

いる人）
参 加 費　100円（保険代）
申 込　～５月16日㈬

※電話で申し込むことができ
ます。

申込・お問い合わせ
中央公民館　�０００１

夏みかんジュースづくり講座
日 時　５月15日㈫　午前９時30分～ 11時30分
場 所　中央公民館
定 員　25人　※定員となり次第締め切ります。
講 師　天満浦百人会の皆さん
参 加 費　500円（保険代含む）
申 込　～５月14日㈪

申込・お問い合わせ　中央公民館　�０００１

５月の行事

K
コ コ
oko（心）K

カ ラ
ara（体）

健康ウォーキングデー 参加者募集
参加費無料

当日参加可能

申込・お問い合わせ　福祉保健課　☎�３８７１

日 時　５月22日㈫ 午前９時15分～午後３時※雨天中止
受 付　午前９時15分～９時30分
集 合　福祉保健センター
持 ち 物　お茶、お弁当、敷物、タオル、健康HAPPYポイント

手帳
申 込　事前に直接または電話で申し込んでください。

北浦岩屋堂コース 約６㎞
～きれいに手入れされた岩屋堂を見に行きましょう～

三木里タラソ（自主会）
～三木里海岸タラソセラピー～

みんなで楽しく作ろう！ 広げよう！ ココロとカラダの
健康づくりの輪
毎週月曜日（祝日を除く） 
午後１時 30 分～３時頃に実施します。

申込・お問い合わせ　福祉保健課 ☎� 3871

◆集合場所　三木里海岸
◆持 ち 物　お茶、健康ＨＡＰＰＹポイント手帳

みんなで健康ウォーキング！
木曜ウォーキング （自主会）

実　施　　毎週木曜日（祝日を除く）　午前９時30分～

集　合　　福祉保健センター
持ち物　　お茶、健康 HAPPY ポイント手帳
案内人　　川口洋司さん

お問い合わせ　福祉保健課　☎�３８７１

※５月10日㈭から開始　※雨天決行

健康つくり教室
日 時　５月31日㈭　午後１時30分～３時
場 所　矢浜コミュニティーセンター
定 員　20人
講 師　平山裕久さん
準 備 物　運動ができる服装、飲み物
申 込　５月７日㈪～ 11日㈮
申込・お問い合わせ

矢浜コミュニティーセンター　�６３６７

寝たきりにならないために自分でできる健康体操



10

シニアカレッジ参加者募集
健康づくり、生きがいづくり、地域づくり、防災対策などを、講義や演習を通じて学びます。
◆日 時　６月26日㈫、７月25日㈬、８月９日㈭、８月22日㈬、９月18日㈫フィールドワーク、10月18日㈭、10月

30日㈫、11月13日㈫の８日間　午前10時～午後４時15分
◆場 所　中央公民館
◆対象・定員　60歳以上で老人クラブ等の地域活動に興味のある人　40人程度
◆内 容　「元気を保つ食生活」「高齢者のための薬の知識」「認知症」「手軽にできる運動で健康づくり」「災害に備える」

「生涯学習と地域活動」など
◆参 加 料　無料
◆申 込　下記のところへ、申込書を請求してください。
◆締 切　５月25日㈮

申込・お問い合わせ　三重県老人クラブ連合会事務局　☎０５９・２２７・１６２１

お問い合わせ　防災危機管理課　☎�８１１８

防災行政無線などを用いた情報伝達訓練を実施します

　地震・津波や武力攻撃などの発生に備え、情報伝達訓練を行います。この訓練は全国瞬時警報
システム（※Ｊアラート）を用いた訓練で、尾鷲市以外でも行われます。

◆日　　時　　５月 16 日㈬　午前 11 時頃

※Ｊアラート　地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時に
情報を伝えるシステムです。

◆伝達方法　　防災行政無線とエリアワンセグによる一斉放送
◆放送内容　　チャイム音⇨「これは、Ｊアラートのテストです」（３回）⇨「こちらは、

ぼうさい尾鷲です」⇨チャイム音

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）を用いた訓練

お問い合わせ　生涯学習課　☎�８２９９

ユニカール体験会を開催します
　2021年開催の三重とこわか国体において、尾鷲市で行われる競技の一つユニカー
ルの普及のため体験会を開催します。国体に参加してみようと思う人、ユニカールに
興味がある人、また、ふだん体を動かす機会が少ない人は、ぜひこの機会にユニカー
ルを体験してみてください。

◆日　　時　　５月 27 日㈰　午前 10 時～正午

　冬季オリンピックでお馴染みの氷上スポーツ「カーリング」を屋内でも手軽に楽し
めるように考案されました。女性や年配の人、腕力に自信のない人も楽しむことができ
ます。少し練習すればストーンを滑らせるコツもすぐにつかめますよ！

◆場　　所　　体育文化会館
◆対　　象　　小学生以上（50人程度）

ユニカールとは

※詳しくは、お問い合わせください。
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市指定ごみ袋手数料減免申請の
受け付けが始まります

減免受給要件 申請受付 ( 袋交付 ) 場所
※ いずれの窓口でも申請できます。

申請受付
開始日

４月１日現在で０～２歳児 ( 平成 27 年４月１日以降
に生まれた子ども ) を扶養する世帯または年度内に子
どもが生まれた世帯

・環境課 ( クリンクルセンター )
・市民サービス課
・各地区センター

５月 15 日㈫

尾鷲市家族介護用品券 ( おむつ券 ) の支給を受けてい
る人がいる世帯

・環境課 ( クリンクルセンター )
・福祉保健課
・各地区センター

身体障害者手帳１級または２級の交付を受けている人
がいる世帯で、住民税が非課税の世帯

・環境課 ( クリンクルセンター )
・福祉保健課
・各地区センター

７月 13 日㈮療育手帳Ａの交付を受けている人がいる世帯で、住民
税が非課税の世帯

精神障害者保健福祉手帳１級の交付を受けている人が
いる世帯で、住民税が非課税の世帯

※複数の要件が該当する世帯でも交付される指定ごみ袋の総容量は同じです。
※年度ごとに１回の申請しかできません。(複数回に分けての申請はできません。)
※申請用紙は各受付窓口か、市ホームページからもダウンロードできます。
※環境課窓口は古戸町 10-9 クリンクルセンター内です。

お問い合わせ　環境課　☎�０６０５

　市指定ごみ袋手数料（可燃ごみ収集手数料）の一部減免申請の受付を下表の日程で行います。
　減免申請例として、指定ごみ袋の合計容量が1,800ℓ（例：45ℓ袋の場合40枚）を限度に、自由な組み合わせで交
付します。代理の人でも申請することができますが、窓口で申請する際は、減免対象者と代理の人の両方の印鑑が必
要となりますので持参してください。また、窓口へ来られた人の本人確認を実施しますので、左記のものを持参して
ください。
　受給要件によって、申請受付開始日等が異なりますので、ご注意ください。
①減免対象者の印鑑（代理の人が申請される場合は代理の人の印鑑も必要です。）
②窓口で手続きする人の身分証明書または資格証明書（法人または官公署が発行したもので、免許証など本人の写真

表示がある場合は１枚、保険証など写真の表示が無い場合は２枚必要です。）



フォトグラフ
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４/ ２㈪　大山道臣地域おこし協力隊員が着任し、早田
町で活動を開始しました。

尾鷲幼稚園入園式 矢浜小学校入学式

尾鷲中学校入学式 尾鷲小学校入学式

４/ ２㈪　西川容生尾鷲市消防団団長に辞令が交付さ
れました。



満１歳のお子さまの写真を随
時募集しています！（誕生月
と掲載月が異なる場合も掲載
できます。）写真にお子さまの
名前（よみがな）・保護者の住
所・氏名・電話番号・
コメントを添えて秘
書広報係まで申し込
んでください。

はじめまして満１歳です

宮
みやはら

原 笑
え ま

麻ちゃん
（座ノ下町、父・伸輔 母・梓）

いつもニコニコ笑麻ちゃん♡
これからも可愛い笑顔をいっぱい
見せてね！１歳おめでとう♡

13

西
にしむら

村 奏
か な た

汰くん
（中川、父・友希 母・球奈）

かなたくん1歳おめでとう‼
これからもたくさん遊んで
元気いっぱいに育ってね♡

疇
あ ぜ ち

地 咲
さ ら

桜ちゃん
（宮ノ上町、父・雄 母・裕子）

いちご大すき、毎日が笑顔で!!

野
の む ら

村 詩
う た

花ちゃん
（古戸町、父・玲夫 母・良美）

いちご大好きな うたちゃん♡

里
さとむら

村 菜
な み

海ちゃん
（宮ノ上町、父・大我 母・妙子）

お調子者の菜海ちゃん♡
毎日たくさんの笑顔をありがとう♡



　
市
で
は
、平
成
25
年
に
教
育
の

あ
り
方
、方
向
性
を
示
す
推
進
計

画
と
し
て「
尾
鷲
市
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。平
成
34
年

ま
で
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と

し
、推
進
計
画
を
前
期（
具
現
化
第

１
期・
第
２
期
）と
後
期（
具
現
化

第
３
期
）の
２
期
に
分
け
て
い
ま

す
。今
回
策
定
し
た
後
期
推
進
計

画
は
平
成
30
年
度
か
ら
34
年
度
の

５
年
間
を
対
象
と
し
て
お
り
、『
共

創
、共
育・共
感
～
時
代
を
創
る
お

わ
せ
人
づ
く
り
～
』を
基
本
理
念

と
し
、『
尾
鷲
で
育
ち
、尾
鷲
で
学

び
、尾
鷲
を
愛
す「
人
」
～
お
わ
せ

人
づ
く
り
～
』を
尾
鷲
の
教
育
を

方
向
付
け
る
基
本
指
針
と
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
各
学
校・
園
で
は
子

ど
も
た
ち
の「
生
き
る
力
」を
育

み
、次
代
を
創
る
お
わ
せ
人
づ
く

り
の
た
め
、学
校・
家
庭・
地
域
が

連
携
し
、地
域
人
材
、地
域
資
源
を

活
か
し
た「
ふ
る
さ
と
教
育
」を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、平
成
29
年
実
施
の

「
ふ
る
さ
と
教
育
ア
ン
ケ
ー
ト
」で

は
、「
住
ん
で
い
る
地
域
が
好
き

か
」と
い
う
問
い
に
対
し
、小
学
校

で
92・
５
％
、中
学
校
で
94・
２
％

の
児
童
生
徒
が「
好
き
」ま
た
は

「
や
や
好
き
」と
回
答
し
て
お
り
、

地
元
へ
の
帰
属
意
識
の
高
ま
り

が
う
か
が
え
ま
す
。ま
た
、「
学
校

が
楽
し
い
」と
答
え
た
小
学
生
は

87・９
％
、中
学
生
は
95・１
％
、さ

ら
に
、「
授
業
は
よ
く
わ
か
る
か
」

と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、小
学

校
で
94・
６
％
、中
学
校
で
は
96・

４
％
の
児
童
生
徒
が
、肯
定
的
に

回
答
し
、学
校
、授
業
へ
の
満
足
度

も
上
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、近
年
の
教
育

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
目
を

向
け
る
と
、人
口
減
少・少
子
高
齢

化
の
進
行
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
、情
報

化
の
進
展
、国
の
教
育
改
革
の
動

き
な
ど
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、保
護
者
、子
ど
も
の
意

識
、価
値
観
も
常
に
変
化
し
て
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
の
学
校
は
、そ
の

変
化
に
応
じ
て
、そ
の
在
り
方
を

見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。そ
の
た
め
に
は
、保
護
者
や

地
域
住
民
と
お
互
い
の
情
報
や
課

題
を
共
有
し
、「
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
」と
い
う
共
通
の
目
標・ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
日
々
の
教
育
活
動
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
後
期
推
進
計
画
で
は
、こ
の
よ

う
な
課
題
に
対
し
て
今
後
５
年
間

で
取
り
組
む
べ
き
施
策
を
掲
げ
、

学
校・家
庭・地
域
が
一
体
と
な
っ

た
教
育
活
動
を
進
め
ま
す
。さ
ら

に「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
」を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課☎

�
８
２
９
２

　
ア
オ
メ
エ
ソ
は
目
が
大
き
く
、

青
緑
色
に
光
っ
て
見
え
る
こ
と
か

ら
各
地
で
メ
ヒ
カ
リ
と
呼
ば
れ
る

深
海
魚
で
、当
地
で
も
沖
合
底
曳

網
で
漁
獲
さ
れ
た
も
の
が
水
揚
げ

さ
れ
て
い
ま
す
。福
島
県
か
ら
鹿

児
島
県
ま
で
の
太
平
洋
岸
に
分
布

し
、水
深
１
５
０
～
４
５
０
ｍ
に

生
息
し
て
い
ま
す
。肛
門
付
近
の

発
光
器
に
発
光
バ
ク
テ
リ
ア
を
共

生
さ
せ
て
発
光
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。産
卵
場
や
成
熟
年

齢
は
不
明
で
す
が
、産
卵
期
は
２

～
７
月
と
推
測
さ
れ
、成
長
に
関

し
て
は
、１
歳
で
10
㎝
、２
歳
で
14

㎝
、３
歳
で
17
㎝
程
度
に
な
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。エ
サ
は

オ
キ
ア
ミ
類
が
主
体
で
、小
型
甲

殻
類
、小
魚
、エ
ビ
類
も
捕
食
し
、

成
長
と
と
も
に
食
性
を
変
え
な

が
ら
深
場
へ
移
動
し
ま
す
。唐
揚

げ
や
干
物
が
定
番
の
食
べ
方
で
、

刺
身
で
も
美
味
し
く
い
た
だ
け

ま
す
。茨
城
県
産
の
ア
オ
メ
エ
ソ

の
美
味
し
さ
に
関
連
す
る
成
分
の

季
節
変
化
を
調
べ
た
報
告
に
よ
る

と
、遊
離
ア
ミ
ノ
酸
は
夏
に
増
加

し
、脂
質
含
量
は
秋
に
増
加
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。全
国
各
地
の

産
地
で
は
、古
く
か
ら
親
し
ま
れ

て
い
た
安
価
で
人
気
の
あ
る
雑
魚

で
し
た
が
、全
国
的
な
知
名
度
は

低
い
魚
で
し
た
。そ
こ
で
、福
島
県

い
わ
き
市
で
は
、２
０
０
１
年
に
、

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
メ
ヒ
カ
リ
を「
市
の
魚
」に
制
定

し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
う
な
ど
、地
道
な

努
力
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。そ

れ
に
加
え
て
、脂
が
多
く
、現
代
人

の
嗜
好
に
合
う
こ
と
か
ら
も
徐
々

に
人
気
が
高
ま
り
、現
在
で
は
全

国
的
な
知
名
度
も
向
上
し
、価
値

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。最
近
で
は

愛
知
県
蒲
郡
市
が
ブ
ラ
ン
ド
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

ア
オ
メ
エ
ソ

き

ょ

う

い

く

あ

れ

こ

れ
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尾
鷲
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン（
後
期

推
進
計
画
）を
策
定
し
ま
し
た

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
前
期
推
進
計

画
、取
組
の
成
果

地
域
と
と
も
に
歩
む

学
校
・
園
づ
く
り
に
向
け
て



　

尾
鷲
の
伝
統
文
化「
尾
鷲
節
」

を
守
り
続
け
る「
尾
鷲
節
保
存

会
」を
紹
介
し
ま
す
。

　
尾
鷲
節
保
存
会
は
、尾
鷲
節
の

保
存
と
普
及
を
目
的
と
し
て
昭

和
23
年
に
結
成
さ
れ
た
団
体
で
、

現
在
、約
70
人
の
会
員
が
所
属
し

て
い
ま
す
。

　

県
内
外
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
や
式
典
で
、尾
鷲
節
の
披
露
を

行
っ
て
お
り
、昨
年
度
に
行
わ
れ

た
お
伊
勢
さ
ん
菓
子
博
や
、尾
鷲

北
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式
な
ど
で
も

尾
鷲
節
を
披
露
し
ま
し
た
。ま

た
、お
わ
せ
港
ま
つ
り
や
、今
年

度
で
33
回
目
を
迎
え
る
全
国
尾

鷲
節
コ
ン
ク
ー
ル
で
披
露
す
る

な
ど
、市
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
で
は

欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、尾
鷲
節
を
次

世
代
へ
と
継
承
す
べ
く
、毎
月

第
１
を
除
く
月
曜
日
の
午
後
７

時
か
ら
市
教
育
委
員
会
１
階
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
小
・
中
学
生
を

対
象
と
し
た「
尾
鷲
節
こ
ど
も
太

鼓
教
室
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
、日
ご
ろ
の
練
習
成
果

発
表
と
し
て
、毎
年「
お
わ
せ
港

ま
つ
り
」や「
全
国
尾
鷲
節
コ
ン

ク
ー
ル
」等
の
イ
ベ
ン
ト
で
太
鼓

を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
は
小
学
１
年
生
か
ら
大

学
１
年
生
ま
で
と
幅
広
く
、現
在

22
人
の
会
員
が
日
々
練
習
し
て

い
ま
す
。見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、興
味
が
あ
る
人
は
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課☎

�
８
２
２
３

　
ス
ト
レ
ス
と
は
、外
部
か
ら
刺

激
を
受
け
た
と
き
に
生
じ
る「
緊

張
状
態
」の
こ
と
で
す
。日
常
の

中
で
起
こ
る
様
々
な
変
化
＝
刺

激
が
、ス
ト
レ
ス
の
原
因
に
な
り

得
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
体
の
具
合
が
悪
い
。

で
も
、薬
を
飲
ん
だ
り
、お
医
者

さ
ん
に
行
っ
た
り
す
る
ほ
ど
で

も
な
い
。そ
ん
な
と
き
、皆
さ
ん

は
ど
う
し
ま
す
か
？

　
「
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
自
分

の
面
倒
を
見
る
こ
と
」が
セ
ル
フ

ケ
ア
の
基
本
で
す
。わ
け
も
な
く

イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、こ
こ
ろ
が

ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
と
き
は
、早
め

に
セ
ル
フ
ケ
ア
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

運
動
に
は
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
気
分
を
発
散
さ
せ
た
り
、

こ
こ
ろ
と
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

さ
せ
、睡
眠
リ
ズ
ム
を
整
え

る
作
用
が
あ
り
ま
す
。近
所

を
散
歩
し
た
り
、緑
の
多
い

公
園
な
ど
で
、ち
ょ
っ
と
ア

ク
テ
ィ
ブ
に
す
ご
し
た
り
す

る
だ
け
で
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。た
だ
し
、眠
れ
な
く
て
体

が
し
ん
ど
い
、食
事
を
あ
ま

り
と
っ
て
い
な
い
と
き
な
ど

は
、無
理
に
体
を
動
か
す
こ

と
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
も
や
も
や
し
た
気
持
ち
を

抱
え
て
苦
し
い
と
き
は
、そ

れ
を「
紙
」に
書
い
て
み
ま

し
ょ
う
。書
く
こ
と
で
、今

抱
え
て
い
る
悩
み
と
距
離
を

と
っ
て
客
観
的
に
見
る
こ
と

が
で
き
た
り
、そ
れ
ま
で
思

い
つ
か
な
っ
た
選
択
肢
に
自

分
で
気
づ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
不
安
や
緊
張
が
強
く
な
る

と
、運
動
を
し
て
い
る
わ
け

で
も
な
い
の
に
、「
ハ
ア
ハ

ア
」と
息
が
上
が
っ
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
ん
な

と
き
こ
そ
意
識
し
て「
深
い

呼
吸
」を
心
が
け
、一
度
落
ち

着
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
笑
い
」は
心
を
軽
や
か
に

し
て
、つ
ら
い
日
々
を
乗
り

越
え
る
力
を
つ
け
て
く
れ
ま

す
。ど
ん
な
に
深
刻
に
見
え
る

出
来
事
で
も
、見
方
を
変
え
る

と
、笑
え
る
側
面
が
あ
る
も

の
。そ
れ
に
気
づ
く
と
、物
事

が
グ
ッ
と
楽
に
な
り
ま
す
。

　

つ
ら
い
と
き
は
一
人
で
我
慢

し
な
い
で
、誰
か
に
話
す
こ
と
も

立
派
な
ス
ト
レ
ス
解
消
法
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
き
に

は
、気
分
や
体
調
に
合
わ
せ
て
、

セ
ル
フ
ケ
ア
を
試
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課☎

�
３
８
７
１

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り
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が
ん
ば
ん
り
ょ
る

コ
ー
ナ
ー
尾鷲節
保存会尾鷲節こども太鼓：全国尾鷲節コンクール

ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
う

ス
ト
レ
ス
と
は

こ
こ
ろ
と
体
の

セ
ル
フ
ケ
ア
を
し
ま
し
ょ
う

①
体
を
動
か
す

②
今
の
気
持
ち
を
書
い
て
み
る

③
腹
式
呼
吸
を
く
り
か
え
す

④
失
敗
し
た
ら
笑
っ
て
み
る



申込・お問い合わせ　熊野古道センター　☎�２６６６
ホームページ http://www.kumanokodocenter.com/熊野古道センター

　毎週日曜日は、申込不要で参加できる「 日曜わくわくものづくり体験 」（ 午後１時 ～ ３ 時受付、メニュー週替
わり ）を開催しています。※ 都合により変更する場合があります。
５月の予定　６日（鍋敷き作り）・13日（貝細工）・20日（ひのきのスツール他）・27日（ひのきのおもちゃ）

　空海が開山した真言密教の聖地「高野山」と熊野
三山のひとつ「熊野本宮大社」を最短距離で結ぶ熊
野古道小辺路。生活道としてそして参詣道として役
割を果たした小辺路の魅力を紹介します。
◆期　間　～６月17日㈰ 午前９時～午後５時

会期中無休　※入場は無料です。

　相可高校の村林新吾先生による人気の料理教室で
す。今年度2回目の教室では初夏が旬の初鰹を使用し
たレシピを学びます。
◆日　時　６月３日㈰ 午前10時～午後１時
◆定　員　24人(要申込・応募多数の場合抽選)
◆参加料　2,000円
◆講　師　相可高校食物調理科 村林新吾教諭、相可高

校調理クラブの皆さん
◆受　付　～５月27日㈰ 午後５時

初心者のための山歩き入門 （春季）

　小・中学生や登山の経験が少ない人、センター主催
の山歩きのイベントに興味があるが、体力に自信が
なく参加を迷っているという人のためのセンター職
員による山歩き講座を開催します。

◆日　時　 ５月26日㈯ 午前10時～午後２時
６月９日㈯ 午前９時30分～午後３時
※２日間とも参加できる人

◆参加料　200円（保険料、資料代として初回のみ）
◆定　員　15人（要申込・応募多数は抽選）
◆場　所　５月26日　体験学習室
　　　　　６月 ９日　馬越峠・天狗倉山（道の駅海山

集合）※別途バス運賃310円が
必要です。

◆講　師　宮本秀男（熊野古道センター主任コーディ
ネーター、日体協山岳上級指導員）

◆受　付　～ 5月19日㈯

東紀州の四季を味わう料理教室
初夏にぴったり鰹レシピ

企画展
熊野古道 小辺路 ～ 2 つの聖地を結ぶ道～　尾鷲市林町で長年にわたり桶づくりを生業とした

吉田稔さんの道具を展示します。使い込まれた、合理
的な道具の形状に新たな発見が待っています。
◆期　間　５月12日㈯～ 27日㈰ 午前９時～午後５時

※入場は無料です。

ロビー展　桶・樽の道具展
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※桶づくり実演　５月20日㈰ 午後１時～３時　
講師　泉 協次氏（市内在住）

付属事業１
講演会

熊野古道小辺路の魅力を魅せます・話します
　1,000m越えの峠が4つもあり難路といわれる
熊野古道小辺路。本講演会では、調査結果を道中の
景観や石仏などの写真を交えながら紹介し、道の
魅力についてお話しします。
◆日　時　５月13日㈰ 午後１時30分～３時
◆参加料　無料
◆定　員　80人（要申込、先着順）
◆講　師　熊野古道センター職員
◆受　付　～５月11日㈮

付属事業２
熊野古道小辺路を歩く　果無峠越え

～天空の郷と三十三観音を訪ねて～
　高野山から熊野をめざす旅の「最後の難所」とい
われる標高1,070mの果無峠を越えるトレッキン
グを開催します。道中には「天空の郷」と言われる果
無集落や、西国三十三所観音の石仏が佇み歩く人を
静かに見守っています。
◆日　時　５月19日㈯ 午前７時 ～ 午 後 ４時

※雨天の場合は、５月20日㈰に順延し
ます。

◆参加料　1,000円（保険代、資料代込）
※ 別途、路線バス運賃690円が必要です。

◆定　員　20人（要申込・応募多数の場合抽選）
◆場　所　熊野古道小辺路果無峠越え

（集合場所：道の駅奥熊野ほんぐう）
◆案内人　西浦康代氏（新宮市観光ガイドの会）
◆対　象　健脚者向けコース
◆受　付　～５月10日㈭

ワークショップ「オリジナル大漁旗の壁飾り」
◆日　時　５月13日㈰ 午前10時～正午
◆参加料　300円（材料代）
◆定　員　24人（要申込・応募多数の場合抽選）
◆講　師　松井まつみさん（NPO法人天満浦百人会）
◆受　付　～５月６日㈰

特別展示室企画展
大漁旗展～「万助屋」これぞ伝統の職人技！

ゴールデンウィーク期間中、家族で楽しめるイベント
を芝生広場で開催します。
◆日　時　５月３日㈭㈷～６日㈰ 午前10時～午後３時

※６日㈰は午前で終了。

ＧＷ芝生広場イベント

イベント内容
ミニ機関車搭乗体験（無料）、クライミング体験（中学
生以下100円）、紙飛行機作り（200円）、ポン菓子実演

（３日㈭㈷のみ試食あり）



当番薬局

休日診療は
尾鷲総合病院をご利用ください。

休日の急病はこちら

月日 薬　局　名　
５/ ３ イシブチ薬局古戸センター ※
５/ ４ くろだ薬局 ※
５/ ５ 紀北調剤薬局病院前店 ※
５/ ６ イシブチ薬局古戸センター ※
５/13 くろだ薬局
５/20 くろだ薬局
５/27 くろだ薬局

午前９時～午後５時
※午前９時～午後６時

お問い合わせ　福祉保健課　☎�３８７１
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～ポイントを貯めて、楽しく健康づくり～
健康ＨＡＰＰＹポイント手帳を発行します

　市民の皆さんの健康を応援するため、市指定の健康づくり事業（イ
ベント）に参加するとポイントが貯まる、健康ＨＡＰＰＹポイント手
帳を発行します。
◆対　象　市民の皆さん　　◆参加料　無料
①市が指定する下記の健康づくり事業（イベント）に参加し、ポイン

トを貯める。
②ポイントが貯まったら、特典グッズと交換する。（75、150ポイント）

市が指定する健康づくり事業（イベント）
Koko（心）kara（体）健康ウォーキングデー、健康づくり教室、巡回健
康相談、健康ＨａｐｐｙＤａｙ、ツーデーウォーク、てくてくウォーク（１
コース終了ごと）、チャレンジ教室（特定保健指導）、健康体操、元気アップ
未来教室、三木里タラソ（自主会）、スクエアステップ、尾鷲シルバー元気
塾、各コミュニティーセンターで実施している運動・食に関する講座、中
央公民館で実施している運動・食に関する講座

【日時・場所】ご相談に応じます。※電話でも相談できます。 【相談窓口】福祉保健センター２階

　こころの悩みや不調
を抱えていませんか。
　保健師による、こころ
の健康相談を行ってい
ます。

こころの健康相談
　妊娠、出産、子育てなど
お子さんの発育・発達の
ことで困っていません
か。保健師、管理栄養士に
よる子育て相談を行っています。

すくすく子育て相談
　生活習慣病予防などの健康のこ
と、健康診査の見方や結果のことで
悩んでいませんか？
　保健師、管理栄養士による健康相
談を行っています。

体の健康相談

お気軽にご相談ください

相談・お問い合わせ　福祉保健課　☎�３８７１

　広報おわせ平成30年４月号の「中央公民館コミュニティーセンター講座・教室参加者募集」記事の内容に誤りが
ありましたので、訂正しお詫びいたします。訂正記事を本紙に折り込んでいますので、ご覧ください。

訂正とお詫び

お問い合わせ　中央公民館　☎�０００１

て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩

の
旅
で
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
よ
り
楽
し
み
な
が
ら

続
け
ら
れ
る「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万

歩
の
旅
」マ
ッ
プ
を
無
料
配
布
し
て
い
ま

す
。【
配
布
先・福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
】

完
歩
達
成
者（
※
順
不
同　
敬
称
略
）

中
山
道
Ｏ
ｐ
８　
小
川
裕
也

箱
根
Ｏ
ｐ
６　
中 

都
美
、川
上
教
子

東
北
名
所
Ｏ
ｐ
２　
堀
口
敏
弘

⑮
東
北
～
盛
岡
～
秋
田
編

川
口
千
佳
子

⑭
北
海
道
～
札
幌
～
函
館
編

中
村
久
美
子
、岩
本 

肇

⑩
九
州
周
防
灘
～
土
佐
の
国
編

内
山
美
智
子

②
東
海
道
編　
大
川
紀
子

　
左
記
の
と
お
り
、掲
載
内
容
に
一
部
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、訂
正
し
お
詫
び

し
ま
す
。

平
成
29
年
６
月
号
⑪
、
平
成
29
年
10
月
号

⑫
、
平
成
30
年
３
月
号
⑬

（
正
） 

岩
本 

肇　
　
（
誤
） 

山
本 

肇

お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課　
☎
�
３
８
７
１



　
古
流
居
合
道
サ
ー
ク
ル
の
活

動
が
再
開
し
ま
す
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

矢
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
�
６
３
６
７

◎
司
法
書
士
相
談

15
日
㈫　
午
前
10
時
～
正
午

中
瀬
幸
志　
司
法
書
士

◎
無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

16
日
㈬

午
後
１
時
30
分
～
午
後
６
時

森 

将　
弁
護
士

◎
人
権
相
談

18
日
㈮　
午
前
10
時
～
正
午

川
上
輝
佐
子  

人
権
擁
護
委
員

川
上
悦
子　

 

人
権
擁
護
委
員

◎
行
政
相
談

23
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

林 

正
弘  

行
政
相
談
委
員

申
込・お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

☎
�
８
２
５
０

◎
児
童
相
談

８
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込・お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課
☎
�
８
２
０
２

◎
女
性
相
談

８
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込・お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課
☎
�
８
２
０
１

◎
三
重
大
学
連
携
室
相
談

16
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時

※
前
日
午
後
１
時
ま
で
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
日
は
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
込・お
問
い
合
わ
せ

政
策
調
整
課
☎
�
８
１
３
４

市
民
相
談

有
料
広
告
欄

固定資産税の納期限は５月 31 日㈭です。税務課　☎�８１７３

広告を掲載しませんか？
「広報おわせ」に掲載希望の広告を募集します。
７月号の締め切りは、５月 22 日㈫です。

大きさ １枠 縦 50㎜×横 80㎜ 詳しくは、お問
い合わせくだ
さい。
政策調整課

☎�８１３２
掲載料

１枠につき月額
市内業者１０，０００円
市外業者１５，０００円

おわせよいとこヤーヤにゃん

18

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
事
業

基
準
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
従
事
者
研
修

古
流
居
合
道
サ
ー
ク
ル

　

高
齢
に
な
り
支
援
が
必
要
に

な
っ
て
も
、で
き
る
だ
け
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
活
し
て
い
く
支
援
を

す
る
た
め
に
、ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
の

な
い
人
で
も
、家
事
支
援
の
み
の
訪

問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
の
従
事
者
と
な

る
た
め
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

５
月
29
日
㈫午

前
10
時
～
４
時

◆
場
所

紀
北
広
域
連
合

◆
対
象

基
準
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
の

事
業
に
従
事
す
る
者
の
う
ち
、

管
理
者
及
び
主
に
事
務
に
従

事
す
る
者
以
外
の
者
、基
準
緩

和
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
従
事

し
よ
う
と
す
る
者
、介
護
や
福

祉
に
関
心
の
あ
る
人
、興
味
の

あ
る
人
は
ど
な
た
で
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
内
容（
講
義
：
各
60
分
）

高
齢
者
を
支
え
る
保
健
福
祉

施
策
、サ
ー
ビ
ス
提
供
の
基
本

的
視
点
、介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
）概
論
、認
知
症
に

つ
い
て
、利
用
者
の
理
解
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

◆
申
込

　
５
月
22
日
㈫
ま
で
に
、紀
北

広
域
連
合
へ
直
接
申
し
込
み

用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
い
合
わ
せ

紀
北
広
域
連
合

☎
０
５
９
７・３
５・０
８
８
８



海の幸・山の幸！尾鷲の名産がお買い得 !!
 

５月５日㈯開催

午前８時 30 分～午後０時 30 分　尾鷲魚市場
お問い合わせ　尾鷲商工会議所　☎�２６１１
　　　　　　　商工観光課

「三木浦こいやぁ」は５月 19 日㈯開催予定です。

老人クラブ５月の講座 老人クラブ連合会
講座名 日時 講座名 日時

カラオケさくら 7、21日　午前９時30分～ コーラス 9、23日　午後１時30分～

カラオケたんぽぽ 14、28日　午前９時30分～ 民謡 10、17日　午前10時～

俳句 　　14日　午後１時～ 着付け      10日　午後１時30分～

将棋 1、15日　午後１時30分～ 日舞 11、18日　午前10時～

囲碁 8、22日　午後１時30分～ 詩吟 11、18日　午後１時～

書道 2、16日　午前９時30分～ 折り紙 1、18日　午前９時30分～

茶道 2、16日　午後0時30分～ 生花 11、25日　午前９時30分～

フラダンス 9、23日　午前10時～ お問い合わせ　☎�７９４１

19

し尿くみ取り日程

お問い合わせ　クリンクルセンター　 ☎�０６０５

須賀利　５月 23 日㈬～ 25 日㈮
早　田　５月 28 日㈪午前～ 29 日㈫
九　鬼　５月 30 日㈬～６月１日㈮  
三木浦　６月  ５日㈫～７日㈭
曽　根　６月  ８日㈮

三木里　６月 11 日㈪～ 14 日㈭
梶　賀　６月 15 日㈮
古　江　６月 19 日㈫～ 22 日㈮  
賀　田　６月 25 日㈪～ 28 日㈭

シ
ニ
ア
生
き
生
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

シ
ニ
ア
世
代
介
護
職
場
就
労
支
援
事
業
研
修

住
宅
改
修
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減
額

　
現
役
シ
ニ
ア
の
高
い
就
労
意

欲
と
経
験
・
技
能
を
生
か
し
、地

域
社
会
の
支
え
手
と
し
て
介
護

職
場
へ
の
就
労
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
繋
が
る
た
め
の
研
修

を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

６
月
１
日
㈮
、５
日
㈫
、６
日

㈬
、28
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
28
日
の
み
、午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

※
別
に
２
日
間
の
体
験
学
習

が
あ
り
ま
す
。

◆
場
所

熊
野
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

（
熊
野
市
井
戸
町
６
４
３ｰ

２
）

◆
対
象

三
重
県
内
在
住
の
概
ね
60
歳

以
上
の
人
で
、地
域
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
介
護
職

場
で
働
く
意
欲
が
あ
る
人
、

ま
た
は
介
護
を
学
ぶ
意
欲
が

あ
る
人

申
込・お
問
い
合
わ
せ

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
５
９・２
２
７・５
１
６
０

　
次
の
よ
う
な
固
定
資
産
税
の
減

額
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

※
高
齢
者
ま
た
は
障
が
い
者

の
同
居
が
必
要
で
す
。

②
耐
震
改
修

③
省
エ
ネ
改
修

④
長
期
優
良
住
宅
改
修

※
減
額
は
対
象
家
屋
の
固
定
資

産
税
の
み
で
、都
市
計
画
税
は

減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

税
務
課　
☎
�
８
１
７
２

市
営
住
宅

補
欠
入
所
者
募
集

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
補
欠
者

を
募
集
し
ま
す
。

　
今
回
は
、10
月
末
日
ま
で
に

空
き
家
が
出
た
場
合
の
、入
居

順
位
の
み
の
募
集
で
す
。

◆
募
集
期
間

５
月
７
日
㈪
～
21
日
㈪

（
土・日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

◆
入
居
資
格

　

平
均
月
収
が
15
万
８
千
円

以
下
な
ど
、詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

建
設
課　
☎
�
８
２
４
１



こ
こ
何
年
か
市
内
で
は

め
っ
き
り
鯉
の
ぼ
り
を

見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。お

店
で
も
、あ
ま
り
売
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
な
気
が・・・。鯉
の
ぼ
り

を
持
っ
て
い
る
家
庭
で
は
、年
に

一
度
こ
の
時
期
だ
け
で
す
が
、出

し
た
り
仕
舞
っ
た
り
が
大
変
。で

も
、子
ど
も
に
は
見
せ
て
あ
げ
た

い
。さ
あ
、そ
ん
な
と
き
は・・・

　
「
ア
ク
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
い
こ
う
！
」

や
っ
ぱ
り
、本
物
は
裏
切
ら
な

い
、い
い
も
の
は
い
つ
見
て
も

い
い
！
子
ど
も
に
も
、大
人
に

も
記
憶
に
残
る
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、七
里
御
浜
の
鯉
の

ぼ
り
も
ス
テ
キ
で
す
。ア
ク
ア

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、３
１
１

号
線
を
通
り
ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

★
今
月
の
夜
間
観
望
会

４
日
㈮・５
日
㈯

金
星・
お
お
ぐ
ま
座
星
雲

（
Ｍ
81
、Ｍ
82
）

11
日
㈮
・12
日
㈯

お
お
ぐ
ま
座
系
外
星
雲（
Ｍ

81
、Ｍ
82
）・し
し
座
系
外
星

雲（
Ｍ
65
、Ｍ
66
）

18
日
㈮・19
日
㈯

細
い
三
日
月・
金
星・
木
星・

し
し
座
系
外
星
雲（
Ｍ
65
、

Ｍ
66
）

25
日
㈮
・26
日
㈯

満
月
前
の
月・
木
星・
お
と

め
座
ス
ピ
カ・し
し
座
レ
グ

ル
ス

・
入
館
時
間 

午
後
７
時
～
９
時

・
夜
間
曇
雨
天
の
場
合
は
閉
館

★
昼
間
の
一
般
観
望（
太
陽
観
望
）

金・土・日
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

★
81
㎝
大
望
遠
鏡
で
、７
惑
星
を

観
望
し
た
人
に
、記
念
証
を
贈

り
ま
す
。

◆
毎
月
第
三
日
曜
は『
家
庭
の
日
』

で
入
館
料
は
無
料
で
す
。

◆
お
は
な
し
だ
っ
こ・自
由
参
加

・
日
時　
５
月
３
日
㈭

・
対
象

　
①
１
歳
児
以
上
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

　
②
０
歳
児
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

・
内
容　
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、わ
ら

　
　
　
　
べ
う
た
、指
遊
び
な
ど

◆
お
は
な
し
の
時
間・自
由
参
加

・
日
時　
５
月
13
日
㈰

　
午
前
11
時
～

・
対
象   

幼
児

・
内
容　
紙
芝
居
・
絵
本
の
読
み

　
　
　
　
聞
か
せ
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
広
場

・
日
時　
５
月
12・26
日
㈯

　
午
前
11
時
～

・
対
象   

小
学
生

・
内
容　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
・
紙
芝

居
ほ
か

５
月
の
休
館
日

１・
７
・
14
・
21
・
28
・
31
日

２
０
１
８（
平
成
３
０
年
）

５
月
号

発
行

日
　

平
成

3
0

年
５

月
１

日
編

集
者

　
尾

鷲
市

政
策

調
整

課
秘

書
広

報
係

〒
519-3696 三

重
県

尾
鷲

市
中

央
町

10
番

43
号

☎
0597-23-8132　

FAX0597-22-2111
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
　

http://w
w

w
.city.ow

ase.lg.jp/
N
o.771

広
報

▲

防災行政無線の放送内容は、通話料無料のフリーダイヤル 0120-920-999 で聞くことができます !

人の動き（３月 末 現 在 ）
　人　口  18,167 人（前月比  －114）

  　（男 8,433 人　　女 9,734 人）
　世帯数 9,483 世帯  （前月比  －31 ）
　転　入    92人　 　  転　出 191 人
　出　生      9人　　   死　亡  24 人

その他      0人　   （住民基本台帳）

「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

お
わ

せ

天
文
科
学
館 

☎
�
０
５
２
５

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

編
集
後
記

今
月
の
お
す
す
め
図
書

《
一
般
図
書
》

●
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト　
　
　
　
　
　
千ち

は
や早 

茜あ
か
ね　
著

　
18
世
紀
か
ら
の
洋
服
を
収
蔵
す
る
美
術
館
。そ

こ
で
働
く
洋
服
補
修
士
の
纏
子
は
、過
去
の
事
件

が
原
因
で
、男
性
が
怖
い
。フ
リ
ー
タ
ー
の
芳
は
何

事
も
要
領
よ
く
振
舞
う
が
、本
当
に
好
き
な
事
か

ら
は
逃
げ
て
い
た
。洋
服
を
愛
す
る
二
人
の
男
女

が
織
り
な
す
、心
の
傷
を
そ
っ
と
縫
い
直
す
よ
う

な
小
説
で
す
。

●
草く

さ
ぶ
え笛
光み

つ
こ子
の
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト　
草く

さ
ぶ
え笛
光み

つ
こ子　
著

　
白
髪
の
美
し
い
、女
優・草
笛
光
子
さ
ん
。な
ん
と

御
年
84
歳
！
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
中
に
あ
っ
た
レ
ト

ロ
な
ド
レ
ス
か
ら
、ユ
ニ
ク
ロ
な
ど
の
今
ど
き
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ま
で
、と
て
も
お
し
ゃ
れ
に
着
こ
な

し
て
い
ま
す
。そ
の
凛
と
し
た
美
し
さ
は
歳
を
取
る

こ
と
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
他

●
お
ま
じ
な
い　
　
　
　
西に

し 

加か

な

こ
奈
子　
著

●
東ひ

が
し
き
し
ゅ
う

紀
州
の
山や

ま
や
ま々　
　
　
川か

わ
ば
た端 

守ま
も
る・東ひ
が
し
き
し
ゅ
う

紀
州
10
マ
ウ
ン
テ
ン
の
会か

い　
著

《
児
童
図
書
》

●
か
ぶ
き
や
パ
ン　
　
　
か
ね
ま
つ
す
み
れ　
作  　
長な

が
の野

ヒ
デ
子こ　
絵

　
開
店
前
の
か
ぶ
き
や
パ
ン
は
、何
や
ら
に
ぎ
や

か
で
す
。ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
の
み
か
づ
き
す
け
ろ
く
、

あ
ん
こ
ち
ゃ
ん
、五
に
ん
お
と
こ
も
や
っ
て
き
て

…
。第
７
回
え
ほ
ん
テ
キ
ス
ト
大
賞
に
選
ば
れ
た

物
語
に
、長
野
ヒ
デ
子
に
よ
る
愉
快
な
絵
が
加

わ
っ
た
、楽
し
い
絵
本
で
す
。

そ
の
他

●
モ
ン
ス
タ
ー・ホ
テ
ル
で
プ
レ
ゼ
ン
ト 　
柏か

し
わ
ば葉
幸さ

ち
こ子　
著

●
飛ひ

こ
う
き

行
機
し
ゅ
っ
ぱ
つ
！　
　
　
　
　
　

鎌か
ま
た田　
歩あ

ゆ
み　

作


